第３８回雲山会の報告：滋賀県・赤坂山山行　　　　（矢田博子記）
２００８年４月２０日（日）曇りのち晴れ
ＪＲマキノ駅前で参加メンバーが揃った。
男性５人・女性４人計９人、２０代のカップルが加わって平均年齢はいつもより少し若い。　
バスは２０分ほどでマキノ高原に着く。身支度をして出発したのは１０時１０分。
目指す赤坂山方面は雲に覆われていたが、「午後は良くなる」
という天気予報を信じて疑わず、気にすることなく元気に出発。スキー場の奥に
登山口の案内、そこから風化砂の急登はなかなか足が進まない。
２０分ほど歩いた所で短い休憩をとる。
登り道も　時折平坦な道に出るとほっとする。木々のかわいい新芽が目にやさしく映る。
尾根道は風あたり強く、帽子が飛ばされそう…。
１１時過ぎ展望台に着く。「いつもはどんな展望かな」赤坂山の方角も雲が厚い。
あちこちでモクレン科の白い花を見た。コブシか、タムシバか？（私の宿題となった）　　

登山の道は昔、近江と若狭を結ぶ峠越えの道だった。
今も所々残る石畳や道端に立つお地蔵や石仏などはその名残り。
この付近でカタクリの葉を沢山見た。わずかにつぼみを見つけたが、
可憐な花は一つもなかった。やはり下旬ごろが見ごろかな…。
赤坂山（８２４ｍ）登頂は１２時２０分。霧雨？と風で立って
いられず写真撮影だけ、早々に降りる。少し下って昼食にした。 13時過ぎには下
山、天候悪いので来た道を引き返すことになった。
展望台の休憩所で、暖かいお茶などとり　しばし休憩。高原バス停に戻ったのは１４時４０分。
出会った花　
タムシバ（木）コブシより花が大きく、花の基部に小さな葉がない　　　　　　
イワカガミ（花の先端がささら状・オオイワカガミが多かった）　　　　　　
イワウチワ（花の先端がそとに開き5枚）　　　　　　カタバミ・　スミレ　・　
ショウジョウバカマ　その他名前分かない花も少し物足りなさが残った山行でし
た。カタクリの花に会いたい！またいつか行こう！　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　
